












要約:学齢期の学習障害児に対する医療的介入の中心的課題は、二次的情緒障害の予防、

対人相互交渉や社会性の未熟さへの対応、家族対応などである。その方法の一つとして小

集団によるソーシャルスキルトレーニングがあるが、言語基礎能力が高い症例と言語とく

に受容能力が低い症例とは異なった対応が必要であると考えられる。中でも幼児期に対人

面の希薄さをもっていた症例の 5年経過による変容と限界について検討し、更に言語基礎

力か高い症例についても考察を試みた。


